
●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入のう
え、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　「引っ越して来たばかりでお友達ができるかな…」「お出かけ中に
泣いちゃったらどうしよう…」「同年代の子と仲良く遊べるかしら
…」。皆さん、そんな悩みはありませんか？。でも大丈夫！！田原市に
は子どもと一緒にお出かけする場所が盛りだくさんです。保育園や
認定こども園の園庭開放、図書館のお話会、赤ちゃんサロン（１歳ま
で）などがあります。
　初めはどんな雰囲気なのだろう、どんなことをするのだろうとド
キドキした園庭開放。それが伝わったのか、子どもも初めは緊張し
ていました。しかし、場に慣れ、先生方やお友達と話が弾むと子ども
の方から『行こうよ！』と言うようになり、お出かけをする日にはカレ
ンダーに丸印を書くのが定番になりました。その丸印を見てうれし
そうな顔をし、あと何日でお出かけできるか一生懸命数える姿が今
でも心に残っています。
　園庭開放の終わりの時間には、みんなで片づけをします。現在、
保育園に通っている娘にとって、親と一緒にする『片づけ・集団遊
び』は集団生活への第一歩としていい経験になったと思います。
　さて、今日はどこへお出かけしましょうか？おそろいの服を着て新
しい場所へ赴いてみてはいかがでしょうか。子どもが一緒だからこ
そ楽しい空間。今しかない時間を楽しんでくださいね！
 田原市子育て安心見守り隊（田原市健康課内）が発行していいる

『子育て情報誌　子育て応援ブック』もぜひ、ご覧ください。

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

小林 靖典くん（左）
       久訓くん（右）

やすのり

ひさのり

1歳
片浜町2歳

中村 麻結子ちゃん
ま   ゆ   こ

4カ月
赤羽根町

大場 結凪ちゃん
ゆう な

8カ月
大久保町

岡本 遼くん
りょう

2歳
神戸町

広報サポーター
中川倫子

　８月２８日（日）～３０日（火）、第１１
回目の支援活動として、今年も宮城
県南三陸町に行ってきました。
　１日目は農家の方たちに提供し
てもらった冬瓜、カボチャ、スイカを
仮設住宅に届けました。６月にはこ
の仮設住宅も撤去されるというこ
とです。２日目は雨の中、農業支援
を行いました。成長したネギが翌日
の台風の風雨で倒れないように、備
えを行いました。
　震災から５年と半年、街中の盛り
土もほぼ終わり、三陸道を造るため
の柱が何本も建っていました。復興
に向けて街は大きく姿を変えようと
していますが、まだまだボランティ
アの力を必要としているようです。
　資金を集め、来年も支援に行け
るようにしたいと思います。
　ご支援、よろしくお願いします。

東北支援第１１弾　南三陸町で支援活動

▲南三陸農工房にて農業支援

環境ボランティア
サークル
亀の子隊

090‐9123‐7983

［投稿者］

お子さんと一緒に出掛けませんか？　

▲赤羽根福祉センターでの子育て広場の様子

▲南三陸町歌津中学校の仮設住宅の皆さんと

▲赤ちゃんサロンのベビーマッサージの様子（左）と参加された皆さんとの記念撮影（右）
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